
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

C
R
O
S
S
W
O
R
D
●

頭
の
体
操

二重枠に入った文字を、A→Eの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？

〈
解
き
方
〉

普
通
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の

要
領
で
全
部
を
解
い
て
く

だ
さ
い
。次
に
Ａ

←

E
の

二
重
ワ
ク
の
文
字
を
順
に

並
べ
る
と
、一つ
の
言
葉
が

で
き
ま
す
。そ
れ
が
答
え

で
す
。そ
れ
だ
け
を
ハ
ガ

キ
に
書
い
て
下
さ
い
。正

解
者
の
中
か
ら
２
名
の
方

に
景
品
を
差
し
上
げ
ま

す
。

 

1 
6
月
10
日
は

̶̶

の
記
念
日

 

2 
に
ょ
ろ
り
と
長
い
胴
を
持
つ

小
動
物

 

3 
男
女
が
出
会
っ
た
途
端
に
落

ち
る
こ
と
も

 

4 
関
東
で
は
養
殖
の
ブ
リ
、関
西

で
は
若
い
ブ
リ
を
こ
う
呼
び
ま

す

 

5 
易
者
が
占
い
に
使
う
細
い
棒

 

7 
傘
を
忘
れ
た
の
で
軒
先
を
借

り
て
…
…

 

9 
ラ
イ
オ
ン
の
こ
と
で
す

 

11 
ま
つ
げ
に
塗
る
化
粧
品

 

13 
割
、
分
、
厘
の
さ
ら
に
下

 

15 
現
在
を
挟
ん
で
過
去
と
は
反

対
側

 

17 
み
そ
汁
に
よ
く
入
れ
ら
れ
る

海
藻

 

19 

̶̶
に
就
い
て
、
用
意
、
ド

ン
！

 

21 
̶̶

詰
め　

ガ
ラ
ス

̶̶

 
 
ビ
ー
ル

̶̶

 

1 
日
本
で
は
水
洗
化
が
進
ん
で

い
ま
す

 

3 
足
袋
に
付
い
て
い
る
金
具

 

6 
方
位
磁
針
の
N
極
が
指
す
方

角

 

7 
は
っ
き
り
し
な
い

̶̶

模
糊

（
も
こ
）と
し
た
状
態

 

8 

̶̶

海
流
と
も
呼
ば
れ
る
親

潮

 

10 
6
月
の
第
3
日
曜
日
は

̶̶
の
日
で
す

 

12 
漢
字
で
書
く
と
軍
鶏　

ニ
ワ

ト
リ
の
一
種
で
す

 

14 
す
ず
り
で
す
り
ま
す

 

16 
ア
ン
デ
ル
セ
ン
や
グ
リ
ム
兄

弟
が
著
し
た
も
の

 

18 
ご
ま
な
ど
を
油
を
ひ
か
ず
に

加
熱
す
る
こ
と

 

20 
梅
雨
時
は
食
物
や
浴
室
に
生

え
や
す
く
な
り
ま
す

 

22 
レ
イ
シ
と
も
い
わ
れ
る
果
物

 

23 
ワ
タ
の
種
子
か
ら
取
っ
た
繊

維　

あ
る
い
は
そ
れ
で
織
っ

た
布

★
応
募
方
法

応
募
は
官
製
ハ
ガ
キ
ま
た
は
E
メ
ー

ル
で
①
答
え
、②
本
誌
に
対
す
る
ご

意
見
や
身
近
な
情
報
、③
住
所
、氏

名
、年
齢
、職
業
、電
話
番
号
を
ご
記

入
の
上
、左
記
ま
で
お
送
り
下
さ

い
。

★
あ
て
先

 

○
ハ
ガ
キ

★
締
切
り

平
成
27
年
6
月
30
日
㈫
必
着

★
今
月
号
当
選
者
発
表

平
成
27
年
8
月
号
誌
上

「
ニ
ユ
ウ
ガ
ク
」

★
応
募
総
数
25
通

（
う
ち
メ
ー
ル
2
通
）

★
当
選
者

野　

田　

敦　

子　

様

渡　

辺　

聖　

二　

様

922̶0497
加
賀
市
作
見
町

    

　
ホ
10̶

1

Ｊ
Ａ
加
賀

　
　
広
報
係

52○
E
メ
ー
ル
件
名
に
「
J
A
加
賀

広
報
パ
ズ
ル
」
と
必
ず
書
き　
　

som
u02@

kaga.is-ja.jp

ま
で

お肉を食べて健康に! 日本獣医生命科学大学応用生命科学部教授
西村敏英
　

高
齢
化
が
進
む
中
、歩
行
や
日
常
生
活
に
障

害
を
来
す
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
運
動

器
症
候
群
）が
関
心
を
集
め
て
い
ま
す
。ロ
コ
モ

テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、略
称
を「
ロ
コ
モ
」と

い
い
ま
す
が
、筋
肉
、骨
、関
節
、軟
骨
、椎
間
板

と
い
っ
た
運
動
器
の
い
ず
れ
か
、ま
た
は
複
数

の
障
害
に
よ
り
、立
つ
、歩
く
、走
る
、座
る
な

ど
の
日
常
生
活
に
必
要
な
体
の
移
動
に
関
わ

る
機
能
が
低
下
し
た
状
態
を
い
い
ま
す
。進
行

す
れ
ば
介
護
が
必
要
に
な
る
リ
ス
ク
が
高
ま

り
ま
す
。

　

加
齢
に
よ
る
骨
格
筋
量
、筋
力
低
下
に
よ
る

場
合
だ
け
で
な
く
、若
く
て
も
、工
レ
ベ
ー
タ
ー

や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
、自
動
車
に
頼
り
過
ぎ
て

体
の
活
動
量
が
抵
下
す
る
な
ど
の
運
動
不
足

も
、ロ
コ
モ
の
要
因
と
な
り
ま
す
。予
防
す
る
に

は
、骨
や
筋
肉
を
作
っ
て
い
る
タ
ン
パ
ク
質
を

し
っ
か
り
取
る
食
生
活
を
心
掛
け
、骨
や
筋
肉

量
を
減
少
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

適
度
な
運
動
を
習
慣
付
け
る
こ
と
も
大
切
で

す
。

　

高
齢
者
の
場
合
、特
に
気
を
付
け
た
い
の
が
、

食
事
に
よ
る
タ
ン
パ
ク
質
の
摂
取
で
す
。タ
ン

パ
ク
質
摂
取
量
が
抵
下
す
る
と
、筋
肉
量
が
低

下
し
て
骨
折

し
や
す
く
な

り
、ロ
コ
モ
に

陥
り
や
す
く

な
り
ま
す
。

風
邪
な
ど
の
感
染
症
に
対
す
る
予
防
が
で
き

な
い
、血
圧
や
血
糖
値
を
正
常
に
保
て
な
い
な

ど
、体
の
機
能
が
低
下
す
る
の
で
、寝
た
き
り

に
な
る
危
険
性
も
ぐ
っ
と
高
く
な
り
ま
す
。

　

マ
ウ
ス
に
よ
る
実
験
で
は
、タ
ン
パ
ク
質
の

摂
取
不
足
で
低
下
し
た
肝
臓
機
能
を
回
復
さ

せ
る
た
め
に
、動
物
性
タ
ン
パ
ク
質
が
効
果
的

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。肝
機
能

の
低
下
し
た
モ
デ
ル
マ
ウ
ス
を
作
成
し
た
後
、

大
豆
、豚
肉
、牛
乳
な
ど
の
タ
ン
パ
ク
質
を
給

餌
し
て
、肝
臓
機
能
の
回
復
効
果
を
調
べ
た
結

果
、肝
機
能
の
回
復
改
善
効
果
が
大
き
か
っ
た

の
は
、動
物
性
食
品
由
来
の
豚
肉
や
牛
乳
な
ど

の
タ
ン
パ
ク
質
で
し
た
。

　

年
齢
を
重
ね
る
と
、一
度
に
多
く
の
食
事
を

取
る
の
が
難
し
く
な
り
ま
す
。良
質
の
タ
ン
パ

ク
質
が
摂
取
で
き
る
お
肉
を
毎
日
の
献
立
に

取
り
入
れ
、ロ
コ
モ
予
防
に
ぜ
ひ
役
立
て
ま

し
ょ
う
。

にこにこ倶楽部6 月 予定表

ヨ
コ
の
カ
ギ

タ
テ
の
カ
ギ

①
　
こ
た
え

②
　
Ｊ
Ａ
加
賀
へ
の
意
見
、

　
　
ご
要
望
、読
者
に
お
知
ら

　
　
せ
し
た
い
こ
と
な
ど
を
必

　
　
ず
記
入
し
て
下
さ
い
。

③
　
住
所
、氏
名
、年
齢
、職
業
、

　
　
電
話
番
号

4
月
号
の
答
え
及
び
当
選
者

今月の景品
『
幸
水
梨
ワ
イ
ン
』

お便り
コーナー

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

お
便
り
を
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

○
秋
に
は
農
業
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
春
や

夏
に
も
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
と
楽
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

農
業
ま
つ
り
程
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
Ｊ
Ａ
加
賀
で
は
春
か
ら
夏
に
か
け
て

青
壮
年
部
主
催
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
や
親
子

ふ
れ
あ
い
体
験
農
業
の
他
、
経
済
部
の
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
や
女
性
部
主
催
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
な

ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

広
報
を
ご
参
考
の
上
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
毎
月
ク
イ
ズ
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
難

し
く
も
な
く
簡
単
で
も
な
い
私
の
歳
に
丁
度
あ

う
問
題
で
頭
の
体
操
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
は
Ｊ
Ａ
加
賀
へ
の
ご
要

望
と
合
わ
せ
て
毎
月
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
頂

い
て
お
り
ま
す
。
景
品
に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｊ

Ａ
加
賀
の
加
工
品
等
を
主
に
、
皆
様
か
ら
の
ご

要
望
が
あ
れ
ば
そ
れ
ら
も
参
考
に
さ
せ
て
頂
き

ま
す
の
で
是
非
ご
意
見
く
だ
さ
い
。

ご
意
見
募
集
中
！！

　

皆
さ
ん
か
ら
の
貴
重
な
ご
意
見
を
募
集
し
て
い

ま
す
！
Ｐ
11
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
一
緒

に
ど
し
ど
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
！

そ
の
他
多
数
の
お
便
り
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

紙
面
の
関
係
上
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
お
肉
で
防
ご
う

●

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

（
初
級
者
コ
ー
ス
）

　

  

毎
月
第
1・第
3
火
曜
日　
午
前
9
時
30
分
〜

6
月
2
日
㈫・16
日
㈫
／
に
こ
に
こ
ラ
ン
ド

※
定
員
に
達
し
た
為
、一
時
募
集
は
締
め
切
り
ま
す
。

（
上
級
者
コ
ー
ス
）

　

  

毎
月
第
1・第
3
水
曜
日　
午
前
9
時
30
分
〜

6
月
3
日
㈬・17
日
㈬
／
に
こ
に
こ
ラ
ン
ド

※
定
員
に
達
し
た
為
、一
時
募
集
は
締
め
切
り
ま
す
。

●

生
け
花

毎
月
第
2・第
4
金
曜
日　
午
前
10
時
〜

6
月
12
日
㈮・26
日
㈮
／
に
こ
に
こ
ラ
ン
ド
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。見
学
も
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】総
務
部
企
画
管
理
課
ふ
れ
あ
い
係　

☎
7
3

－

5
3
0
4

●

書
　
道

毎
月
第
2・第
4
火
曜
日　

午
前
9
時
30
分
〜

6
月
9
日
㈫・23
日
㈫
／
に
こ
に
こ
ラ
ン
ド

●

俳
　
句

（
初
級
者
コ
ー
ス
）新
し
く
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

  

毎
月
第
3
月
曜
日　
午
後
1
時
30
分
〜

6
月
15
日
㈪
／
に
こ
に
こ
ラ
ン
ド

（
上
級
者
コ
ー
ス
）

　

  

毎
月
第
2
月
曜
日　
午
後
1
時
30
分
〜

6
月
8
日
㈪
／
に
こ
に
こ
ラ
ン
ド

※
定
員
に
達
し
た
為
、一
時
募
集
は
締
め
切
り
ま
す
。
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と　

き
●
4
月
30
日
㈭ 

午
前
9
時
30
分
よ
り

と
こ
ろ
●
本
店　

会
議
室

議
件

報
告
事
項

第
１
号
議
案 

理
事
と
の
契
約
に
つ
い
て

第
２
号
議
案 

第
19
事
業
年
度（
平
成
26
年
度
）決
算
報
告
に
つ
い
て

第
３
号
議
案 
第
19
事
業
年
度（
平
成
26
年
度
）剰
余
金
処
分
案
に
つ
い
て

第
4
号
議
案 

平
成
27
年
度
リ
ス
ク
債
権
の
処
理
方
針
に
つ
い
て

第
5
号
議
案 

自
店
検
査
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
6
号
議
案 

職
制
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
7
号
議
案 

資
産
査
定
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
8
号
議
案 

余
裕
金
運
用
関
連
取
引
の
大
口
信
用
供
与
等
の
決
定

に
か
か
る
理
事
会
付
議
方
法
等
に
つ
い
て

第
9
号
議
案 

平
成
27
年
度
余
裕
金
の
運
用
に
つ
い
て

第
10
号
議
案 

平
成
27
年
度
各
種
手
数
料
及
び
利
用
料
金
に
つ
い
て

第
11
号
議
案 

平
成
27
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策

定
に
つ
い
て

１
．全
国
監
査
機
構
期
中
改
善
指
示
書（
資
産
査
定
）に
つ
い
て

２
．全
国
監
査
機
構
決
算
監
査
の
日
程
に
つ
い
て

３
．平
成
26
年
度
第
４
四
半
期
自
店
検
査
結
果
報
告
に
つ
い
て

４
．平
成
26
年
度
資
産
査
定
結
果
に
つ
い
て

５
．平
成
26
年
度
第
４
四
半
期
余
裕
金
運
用
実
績
及
び
平
成
26
年
度

余
裕
金
運
用
実
績
に
つ
い
て

6
．平
成
27
年
度
第
１
四
半
期
余
裕
金
運
用
計
画
額
及
び
運
用
方

針
に
つ
い
て

7
．地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
貸
付
実
行
に
つ
い
て

8
．石
川
県
農
業
信
用
基
金
協
会
へ
の
増
資
に
つ
い
て

9
．平
成
26
年
度
期
末
個
別
貸
倒
引
当
金
の
計
上
に
つ
い
て

10
．平
成
26
年
度
リ
ス
ク
債
権
の
整
理
回
収
実
績
に
つ
い
て

11
．平
成
27
年
度
支
店
運
営
費
の
配
分
に
つ
い
て

12
．自
己
資
本
比
率
算
出
用
デ
ー
タ
の
不
具
合
に
よ
る
影
響
と
今
後

の
対
応
に
つ
い
て

13
．農
産
物
検
査
用
等
級
証
印 

検
査
員
認
印
の
取
扱
要
領
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

14
．平
成
26
年
度
第
４
四
半
期
相
談
苦
情
等
対
応
状
況
に
つ
い
て

15
．平
成
26
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
状
況
に

つ
い
て

16
．賞
罰
委
員
会
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

17
．そ
の
他 理

事
会
よ
り

？

板木技術士事務所●板木利隆あなたもチャレンジ! 家 菜庭 園

　おなじみの小松菜は、在来のカブ
から分化した古い歴史を持つ潰け菜
の一種です。その名は江戸時代に現
在の東京都江戸川区の小松川周辺の
産物であったことから名付けられた
と伝えられます。
　強健な野菜で、耐寒、耐暑性に富み、
周年的に栽培することができる上、
土壊病害虫の発生も少なく、毎年同
じ畑に連作できるので、面積にゆとり
のない家庭菜園にも取り入れやすい
魅力があります。
　夏の青物の少ない時期から取り始
めるには6月上・中旬がまき時です。
生育が早いので種まきから25～30
日ぐらいで収穫できます。

　通常は草丈が25～30㎝ぐらいになったら逐次抜き取り収穫
し、次々と種まきし、周年的な収種を狙うのですが、ここで紹介す
るのは、株ごと収穫するのではなく、株は残したまま葉を葉柄か
ら指やはさみでかき取り収穫する方法です。小松菜はカブを起源
とするので、根は大変しっかりしており、節間が伸びることなく短

い茎の節から葉が次々に生まれ伸長してくるのです。そのため
草丈は30～40㎝ぐらいしか伸びずに、夏、秋、冬とたくさんの
葉を収穫、利用することができます。
　収穫期間が長いので元肥は図のようにしっかりと与え、畑の
準備をしっかりして種まきします。
　用いる品種は、葉が小さめ丸形で、緑が濃く、ゆっくり育ち長
期間の収穫に適する「きよすみ」（サカタのタネ）などがお薦め
です。
　発芽後本葉2～3枚のころと、草丈10㎝のころ間引きし、最
終株間を広めに10㎝ぐらいにします。そのころから15～20日
置きに、畝の側方に軽く溝を付けて、油かすと化成肥料を追肥
します。
　収穫は葉幅が7～8㎝になったころから葉柄の下部で爪先で
かき取り、またははさみで摘み取りを行います。
　葉の増え具合に応じて収穫葉数を考えながら、延々と3月
上・中旬まで良質な葉が収穫できます。3月下旬になるととう
立ちしてきますが、この花蕾（からい）も、ナバナと同様におひ
たしなどに利用できます。やや苦味が強いですが、旬の味覚が
味わえます。
　時期によってはコナガやヨトウムシ、アブラムシなど、アブラ
ナ科を好む害虫にやられやすいので、よく観察し、発生初期に
薬剤散布して防ぎます。夏には防暑、防虫を兼ねてのべた掛け
資材の被覆も有効です。

初夏まきで9カ月も収穫できる小松菜




